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地域運営組織・NPO法人ミナといかん 概要
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○設立等 ・令和５年度：個別懇談会説明会５回、検討会２回、準備会５回
・令和６年４月１６日：設立総会
・令和６年６月１３日：北海道設立認証承認
・令和６年７月１日：法人登記

○名称 「ミナといかん」：「ミナ」はアイヌ語で「笑う」の意味で、「といかん」は地域の呼び名です。
・「といかん」で「みんな」笑顔で暮らしていきたい。
・「みなと」のように「みんな」が集まる地域や居場所になってほしい。

○組織類型 問寒別地区・地域づくりビジョンに基づく地域運営組織をNPO法人の形態で運営します。
・財産所有、雇用面等を考慮すると任意団体の個人への責任集中より法人による分散が望ましい。
・営利法人ではないNPO法人が公的資金の確保をしやすい。

○目的 ・地域課題の解決に向けて具体的な取組を協議し、地域に必要とされる機能を提供します。
・地域の文化や歴史を守り、すべての人がいつまでも安心して健やかに住み続けられる地域づくりに
貢献します。

○コンセプト これまで地域住民のボランティアで成り立っていた地域活動を、地域運営組織の専属職員が地域ボラ
ンティアの協力のもと、必要な取り組みを実践実行し、地域負担を軽減するNPO法人です。
・専属職員が複数業務をマルチにこなしていきます。
・地域内外のいろいろな世代が活躍できる場を創出します。
・ボランティアの部分と対価の発生する部分を整理して、しっかり稼ぐしくみをつくります。
・皆が楽しいと思える運営を心がけます。

○会員 正会員２２人、賛助会員３人、その他（ボランティア、利用会員）
・正会員：法人の目的に賛同する個人で、総会の議決権を持ちます。会費は年会費3,000円です。

（農村地区７人、市街地１３人、その他２人、計２２人）
・賛助会員：法人の目的に賛同して事業を賛助する個人及び団体です。会費は年会費１口500円です。

○役員 ・理事：４人（代表理事１人、副代表理事１人、理事２人）
・監事：２人



地域運営組織・NPO法人ミナといかん 組織図（R8.6予定）
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総会

住み続け支援 公共空間管理

○地域交通
・ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通
・おでかけ便
・お子様便
○日常生活支援
・環境整備
・生活支援
・地域福祉
・事務代行等

○環境整備
・ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場
・公園
・果樹園
○管理
・拠点
・移住住宅等

交流教育

○地域行事
・祭り、盆踊り
・各種ｲﾍﾞﾝﾄ
○地域活動
・WS、講座、教室
○その他
・おためし協力隊
・生涯学習

その他

○民間事業支援
・特定地域づくり
・特産品
○ﾈｯﾄﾜｰｸ
・懇談会、他地域交流
・小規模多機能自治
・魅力ＰＲ、移住
○調査研究
・ｱﾝｹｰﾄ、視察等
○防災

事務局：総務・会計等

○総務
・日々事務
・渉外対応
・総会、役員会、理事会、運営会議
○会計
・経理
・労務、税務
○イベント企画・運営
・交流事業等
○その他

連携
可能
団体

PG愛好会 連合町内会
盆踊り保存会
ﾜﾗﾍﾞﾝﾁｬｰ
ｻｰｸﾙ連絡協

日赤ボランティア

自主防災

・部会制が無く事務局が全事業全網羅
・地域（町内会）参画の仕組みがない

【課題】

食改、おひさま…

ボランティア



経理状況等
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○令和６年度
・発足当初につき運営経費に係る町補助金、町委託料により地域活動を実施

○令和７年度
・町一括交付金制度創設により運営経費の自由度が増加
・国交付金活用による地域づくり事業に向けた資機材等整備

【法人事業費】 （単位：円）

事業年度 Ｒ６年度決算 Ｒ７年度決算（予定） 備考

収

入

会費/寄付金 93,500 71,850

助成金 2,424,873 40,694,784 Ｒ７：一括交付金8,464,784円、人材補助金
397,000円、事業推進補助金31,833,000円

事業収入 2,095,969 5,829,981 Ｒ７：地域運営業務3,857,001円、交通業務
880,120円、公園整備等949,400円、その他
（利用料等）

その他 1,002 47,432

収入計 4,615,344 46,644,047

支

出

事業費 584,600 12,337,231

管理費 1,875,202 2,265,996

支出計 2,459,802 14,603,227

収支（税引前） 2,155,542 32,040,820 ※ここから法人税等支払いあり

固定資産計 25,555,794 ミニショベル、軽トラ、芝刈機、除雪機等



問寒別地区・地域運営組織（NPO法人）の地域活動としくみ
①住み続け支援：地域交通、日常生活の支援などのしくみ

②公共空間の管理：地域の施設などの管理のしくみ

③交流・教育：地域行事、団体活動支援、地域自主活動などのしくみ

④民間事業支援：地域のしごと支援のしくみ

す
ぐ
に
取
り
組
む

時
間
を
か
け

取
り
組
む

たとえば…、「①住み続け支援」とは次のような活動です

地域住民の外出機会の創出
・利便性の確保

重機を扱える
地域住民
(元農家など)

～ 地域への効果 ～

受付
実施

依頼
利用料

￥

生活支援事業運
営・店舗など

委託費￥
生活支援事業費
・交通空白地有償運送、除雪など ほか

補助金 ￥

調整
支払い

手伝い

￥

調整
支払い

リース

￥

住宅周辺の草刈り･除雪

自宅-拠点などの送迎

地元企業などの
重機・機材

地域住民（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）
地域おこし協力隊
集落支援員

組織専門の職員

保有する重機・機材等

受付･調整・シフト作成
サービス提供

CENTER

活動拠点

○地域運営組織の専属職員や地域のボランティアが、自前や業者から借りた機材を使って、住み続けるために必要な生活
の足（地域交通）、草刈り、除雪サービスなどを行います。サービスを受けた住民は利用料を払います。
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お困りごと協力・支援者 調整マッチング機能
地域運営組織・NPO法人ミナといかん

地域運営システム：上記のマッチングによる支えいのしくみを簡素化省力化するためのしくみづくりを目指します
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○地域運営組織・ＮＰＯ法人事務局機能
・規程、会計、しくみづくり、各種財源に対応した事業体系構築
・法人活動展開：住み続け支援、公共空間等管理等、各種交流イベント企画運営
・ＰＲ活動：HP整備、SNS情報収集発信

○地域づくりビジョン推進
・懇談会、ＷＳ等開催：地域の未来や夢、課題共有し実現ステップ検討
・プロジェクト等運営：といかん市、共同果樹園、住まい
・地域課題の検討：集落支援センター（拠点）、住まい、移住定住等
・住民が地域づくりに関わるしかけ、きっかけづくり
・得意分野を活かして幅広く地域を包含

○地域活動実験拠点の機能、使い方検討
・地域参加イベント運営：

みんなでつくる地域の拠点
・地域住民意見交換

○住み続け支援事業等の推進
・運営の安定化簡略化、担い手の確保

○その他
・ニーズ調査、ボランティア登録
・ボランティアマッチングアプリ活用、個人カルテ、ふるさと同窓会、防災等
・先進地視察、講演会等支援
・各種研修等受講

地域運営組織・ＮＰＯ法人ミナといかんの主な事業

改修前 改修計画 改修後

（地域活動実験拠点：令和６年空家取得・改修）
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NPO法人ミナといかん事務所：地域活動実験拠点
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NPO法人ミナといかん事務所：地域活動実験拠点
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ＮＰＯ法人で実践した取組

令和６～７年度
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○役員会（理事会）
法人経営運営について理事、監事等により協議検討
・令和６年度：５回実施
・令和７年度：５回実施

○運営会議
法人会員間での情報共有、運営方針等に関する意見交換会
・令和６年度：２回開催
・令和７年度：－

○住民懇談会
住民からのご意見、ご提案を伺い法人事業等に反映させます
・令和６年度：２回開催
・令和７年度：３回開催（団体向け説明会、アンケート報告会）

○その他
・各種視察受入
・自家用有償旅客運送講習会：地域住民向け
・防災関係検討会議

各種会議懇談会等
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○地域デマンド交通（自家用有償旅客運送）等
①問寒別地区・中川町（天塩中川駅）への低料金でのデマンド交通提供
・運行日：原則平日９～１７時
・料金：１００～９００円
②おでかけ便：３名以上で片道２時間圏内の送迎を支援します
・料金：無料

○住み続け支援事業
地域で住み続けるうえで必要な機能を提供します
・草刈り、除雪、畑おこし、見守り、話し相手、行事、事務作業等

○公共空間等管理
地域の環境整備により住民の生きがいや健康づくりを支援します
・ブルーベリー果樹園、農村公園維持管理、パークゴルフ場維持管理
・移住住宅管理 等

○交流教育事業
地域の結びつきを強め、誰もが活躍できる場を創出するため支援します
・地域行事、団体活動、地域活動等支援

各種事業等



12

支え合いの仕組みづくり
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概 要

地域デマンド交通（自家用有償旅客運送）

NPO法人ミナといかんが運行する自家用
有償旅客運送に割安な料金で乗車できます

１利用方法

① ＮＰＯ法人ミナといかんで利用登録の
申し込み後、利用カードが交付されま
す

② ＮＰＯ法人ミナといかんに電話で予約
（原則１日前まで）し、利用カードを持
参して乗車

③ 地域デマンド車両に乗車し、目的地で
利用料金をお支払い

２．利用区間

利用区間は、ご自宅と連絡施設又は
連絡施設間です

３．利用料金

行政区（字）ごとに設定された利用区
間の料金をお支払いします

主な連絡施設

利用料金
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概 要

地域デマンド交通（おでかけ便）

○令和6年5月14日（火）スタート
・運行日：火・木曜日（応談）
・対象：問寒別地区在住者
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各種事業：タイヤ交換支援
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各種事業：農村公園草刈ボランティア
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各種事業：住民アンケート結果説明会
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各種事業：地域デマンド交通（特別版）
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各種事業：ブルーベリー果樹園草刈
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各種イベント企画運営・支援等
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各種イベント企画運営・支援等
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各種イベント企画運営・支援等
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各種イベント企画運営・支援等
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地域運営組織先進地視察研修（島根県雲南市）
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ネットワーク事業：情報発信・関係人口等創出



野々村町長：ふるさと報告 同窓会：４１名参加

参加者交流：文字通りの同窓会 懇親会：２４名参加

今住んでる住民だけで地域づくりを進めることには限界もあるため、 「といかん」地域の出身者、在住経験者、ファンなど

地域ゆかりの方と繋がる取組「ふるさと同窓会」を41名の皆さまにご参加いただき東京で開催しました。今後は、ふるさ
との行事に参加してお手伝いしてもらったり同窓会にふるさとからも参加したりするなど相互交流を進め、ふるさと動画

制作などで地域の魅力を発信して「といかんファン（応援団）」づくりを進めていきます！
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11/3（月・祝）といかん・ふるさと同窓会in東京 開催
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調査研究事業：住民懇談会



地域おこし協力隊の大募集！！
くらしごと
（WEBページ用）
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２５



現在の主な課題について
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○ 組織体制等

・事務局体制整備強化：事務処理機能向上、協力隊等人材確保育成

・事務局運営ノウハウ備蓄：各種団体連携、講習研修等受講等

・事務局所属：町職員からＮＰＯ職員への切り替え

・地域団体、地域住民が地域運営組織に密接に関わる仕組みづくり

・地域活動拠点（事務所）の賑わい創出

○ 地域住民等の地域づくりへの参加促進

・地域運営組織認知度向上、効果実感による、地域づくりへの関り促進

・地域共助体制構築：支え合い助け合いのしくみ促進

・住民見守り体制構築：見守り訪問等

・防災対策等：有事のへの備え強化

・地域づくり担い手の確保育成：協力隊等募集、関係人口拡大


